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   知立市概算数量発注方式試行実施要領 

 

 （趣旨） 

第１条 この要領は、知立市が発注する土木工事において、設計積算業務の効率化

のため、概算数量発注方式により発注する場合の取扱い事務について定めるもの

とする。 

 （定義） 

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

(1) 概算数量発注方式 当初設計の１数量を概算数量により積算し、契約後、施

工箇所での取合い等を精査の上、設計数量の確定し設計変更を行う方式をいう。 

(2) 概算数量とは、詳細な測量に基づかずに算出された数量をいう。 

(3) 工事計画図書とは、平面図、縦・横断図、展開図、区画線図、数量総括表及

び数量計算書等をいう。 

 （対象工事） 

第３条 概算数量による発注により、発注事務が効率的に行える工事に適用するも 

のとし、原則として設計金額５千万円未満の工事を対象とする。 

（設計書の作成） 

第４条 設計書の作成については、次に掲げるとおり行うものとする。 

(1) 設計書の積算は、施工箇所の概算数量に基づき、設計金額を算出するものと

する。 

(2) 当初設計図は、位置図、平面図、標準断面図等を添付する。 

 （施工条件の明示） 

第５条 概算数量発注にあたっては、次に掲げる事項を明示又は計上するものとする。 

明示する図書等の名称又は箇所 明示又は計上する事項 

特記仕様書 

本工事は概算数量発注方式による発注工事であ

る。設計数量は概算数量であり、請負者は、施工

計画書提出前に条件変更確認請求通知書にて工事

計画図書を提出すること 

設計書及び数量計算書の備考欄 概算数量 

設計書の共通仮設費の準備費 工事計画図書作成費 

 



（設計変更） 

第６条 工事の設計変更については、次に掲げるとおり行うものとする。 

(1) 発注者は、工事計画図書を基に変更の設計図書を作成し、受注者へ条件変更

確認通知書にて通知する。 

(2)  設計の変更理由については、「概算数量発注方式による発注のため、現場精

査による変更」と記載する。 

（その他） 

第７条 この要領に定めるもののほか、必要な事項については知立市契約規則（昭和

６０年知立市規則第８号）及び同市工事施行に関する事務取扱要領（昭和６０年

４月１日施行）によるほか、発注者と受注者が協議をして定める。 

  

   附 則 

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。 

  


